夜の精エリア

季節：春

時間：夜

場所：学校

登場する人物：佐伯玲子、氷室先生（仮称）
佐伯玲子（母親）が目を開けると、そこは息子の洸が通う夜の学校だった。

月の光に照らされた桜の木と春の肌寒い風がどことなく薄気味悪い。

どこから流れてくるのかわからないが、楽器の単調な音が聞こえてきた。

当てのない玲子は、その音が聞こえてくる方へと進んで行った。

たどりついたのは校内東棟３階の奥にある音楽室。

そこには黒いローブを身にまとった１人の女性がオルガンの前に座っていた。

その女性は、音楽を教えている氷室先生（仮称）だった。
「佐伯君を連れて、死神はここを通ったわ。風よりも速い駆け足で・・・」

氷室が暗い面もちで更に言った。

「私は死神がどこへ行ったのか知っているわ」

玲子が教えて欲しいと頼み込むと、ただでは教えないと言ってきた。

「佐伯君はオルガンを弾くときファの音しか弾けないの。他の生徒はみんなちゃんと弾けるのに。なんでこんな簡単な事が出来ないのかしら？」

氷室は洸がファの音しか弾けないからそれ以外の音がこの世界から、

なくなってしまったのだと告げる。

そのなくなってしまった音を取り戻して来たら

死神の向かった場所を教えても良いと取引をしてきた。

この世界から消えてしまった音は「ド・レ・ミ・ソ・ラ・シ」。

研究者からヒントを得ながら各音を探しに暗闇の校内へと玲子が向かう。

玲子が全ての音を見つけだし音楽室にいる氷室の元へ戻った。

全ての音を氷室がオルガンで弾くと暗く薄気味悪かった夜の校内に

朝日が差し込んできた。暗く閉ざされた心が１つ解けた。

朝日の当たる壁に扉が現れる。

氷室はそこを通って先に進めば死神に近づけるはずだと教えた。

湖のエリア
季節：夏

時間：昼

場所：山や森に囲まれた大きな湖

登場する人物：佐伯玲子、佐伯晶（死神）、佐伯洸（＋闇の洸） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（闇の洸は魂ではなく精神）

アイテム：水晶のペンダント

陽の光が眩しい夏の昼下がり。
玲子の目の前には蒼く澄んだ大きな湖が見えた。

玲子のいる位置から反対の岸ははっきりと見えない。

辺りからは人の気配も動物などの生き物の気配も感じない。

ただ、風の音だけがもの悲しく聞こえてくるだけだ。

「ここは・・・！」玲子の記憶が蘇る。

３年前の夏休みに家族３人旅行で、都心から３時間ほど離れた

山や森に囲まれた湖に行った所だった。

湖まで近づくとそこには一艘の赤いボートがはっきりと見えてきた。

そこには連れ去られたはずの息子の洸と

父親であり主人である死んだはずの佐伯晶の姿があった。

洸がボートを懸命に漕いでいたがやがて疲れたのか

代わりにボートを漕ぎだす晶。昔見た光景そのものだった。

玲子は２人が乗ったボートに最も近い桟橋に向かった。

あと、３メートルくらいの距離。安堵の気持ちで微笑む玲子。

しかし、ボートの上にいる暖かい光景とは反対に、

湖の水面に映る姿はそれをうち砕くものだった。

そこに映っていたものは紛れもなく死神の姿だ。

２人を乗せたボートは人が漕ぐ速度とは思えない速さで

玲子のいる桟橋から遠ざかっていった。

玲子は必死に洸に向かって叫んだ。

「洸ちゃん！洸ちゃん！！」

しかし、湖はあまりにも大きく玲子の叫びは届かない。

洸の姿が遠く小さくなっても玲子は叫び続けた。

玲子は辺りを見渡すが、そこにはただ広大な湖が静かに波打っているだけ。

玲子は何としても追いかけたい気持ちで湖の中へと飛び込んだ。

泳いで対岸まで行こうとしたのだ。

すると湖の中から何かに足を引っ張られる感覚がしたかと思った途端、

そのまま湖の底まで何者かに引きずり込まれていった。

不思議と息は苦しくない。水の中だというのに、水の感覚もなかった。

（水＝鏡。みたいな感じで、洸の心の本心が映し出されているイメージ。湖のところでは洸の闇＜暗く閉ざされた心＞が出てくる）

湖のそこだというのにそこは巨大な迷路のようにいくつもの道が出来ていた。

水の壁で周りの景色が遮られ玲子は自分がどの辺りにいるのかがわからなかった。

すると目の前に１人の少年が現れた。それは先ほど死神に連れ去られたはずの洸だった。洸は、大切そうにぬいぐるみを抱えている。「誰？」洸はうつろな目でこちらを見ながら言った。

洸は、また自分の大切なものを奪う、自分を苦しめるものが来たんだと玲子を敵視した。玲子が何と言っても聞く耳を持たなかった。

洸は玲子に少しずつ近づき、玲子が大切そうに身につけている

水晶のペンダントを強い力で引きちぎり奪い取った。

「大事なものなの？僕にちょうだい」

そう言って、しばらく考える振りをしながらさらに、

『おいかけっこ』をしようと言い出した。

自分を捕まえることができたら話を聞いてあげるしペンダントを返すと言った。

（玲子と洸の巨大迷路でのおいかけっこ。仕掛け＜回転床や壁を調べて扉を開ける仕掛けを見つけるとか、石像を動かす等＞がたくさんあるフロアーを研究者と協力し合いながら洸をつかまえる。所々洸が出没するが最後の所までいかないと絶対に捕まらない。）

闇の洸との対峙。

玲子は洸に向かって語りかけた。「ここの場所、覚えてる？」

お父さんと今年の夏に遊びに来る約束をしていたことを思い出させるように話し続けた。少しずつ洸の心の闇に変化が現れた。

玲子は、お父さんは約束を破ったのではないと小さな洸に解るように語り続けた。玲子の声が洸の心に届き洸は自分を取り戻した。

「お母さん・・・」

自分の手に握りしめられていた水晶のペンダントを玲子に差し出した。

玲子は主人の晶と洸が誕生日に買ってくれた大切な水晶のペンダントを

もう一度、洸に手渡した。洸はきらきらと光る綺麗な水晶に見とれていた。

「これはお母さんにとってとても大切な宝物なの。洸に預けておくから。

お母さんの代わりに持っていて。後で、ちゃんと向かえに行くから。

その時まで大切に持っていてね。」そういって、洸を抱きしめる。

すると、闇にとらわれていた洸の心は解き放たれてすーっと姿が消えた。

目の前には、次へと進む扉が現れた。

玲子は意を決し扉をひらいた。そして、その扉の向こうへと消えていった。

墓場エリア

季節：冬

時間：夜

場所：墓場

登場する人物：佐伯玲子、墓守（仮称）
いばらの森を抜けると、辺りはすっかり暗くなっていた。

空からは雷鳴とともに雨が降り注ぐ。

小道を抜けると、墓場にたどり着く。そこには墓守が１人いるだけだった。

玲子はそこで、墓守に洸を病気から助けてくれとお願いする。

しかし、それは死神でなければ不可能であり、人の絶望を糧にいきる死神は、子供から離れることはないだろうと告げられる。

自分の子供が望みを失っていることが信じられない母親は、なぜ洸が絶望しているのかを墓守に聞く。

墓守は「ここの墓を見て回れば、それを知ることができるだろう」と言う。

墓を見て回る玲子。

玲子はそこに父親の名が記された墓を見つける。その時、玲子は子供の病気の原因が父親の死であることを悟る。

母親は墓守に死神のところへ連れて行くように嘆願する。

墓守は母親自身が死神の宿主となることを条件に、死神との面会を許そうと言う。母親は自分が代わりになれるならと、その条件を受け入れる。墓守は、「そのためにはまずお前が絶望を知らなければならない」と言い、墓に母親の名前を刻む。すると、母親はみるみるうちに老化し、その黒髪は白髪となっていった・・・
